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               審   査   の   要   旨 
 
高温の嫌気環境では S0を電子受容体とする異化反応の結果サルファイドが生じ、そのサルファイドが
地殻に豊富に存在する Fe(III)を還元して硫化物が形成される。この硫化鉄形成が生物および地球に及ぼ
す作用が本研究によって初めて明らかにされた。即ち、第１部ではメタン菌によるグライガイト合成系
を非生物的合成系へと昇華させて、その本質が固体－気体反応にあることを示し、この反応の化学進化
への関与を示唆した。第２部ではアモルファス硫化鉄の固化という物理的な要因が、イオウ存在下にお
ける栄養共生を可能にすることを示し、酸素が嫌気－好気境界領域に存在する鉄の酸化を通してメタン
菌のニッチを広げる可能性を示唆した。 
従来は、S0あるいは Fe(III)を電子受容体とする異化反応はそれぞれ独立に研究され、両者の還元によ
る硫化鉄形成の影響は殆ど無視されてきた。本研究によって、pHおよびタンパク質性有機物の存在が硫
化鉄の性質を決定する一因であることが明らかになった。グライガイト形成およびアモルファス硫化鉄
の固化は、それらが一般的な環境で起こる反応であることから、生物および地球に大きな影響を与えた
と考えられる。 
これら一連の研究成果は、地殻中に豊富に存在する鉄が S0の還元によって硫化鉄を形成し、初期生命
の誕生とメタン菌のニッチ拡大に寄与したことを強く示唆しており、地球生命科学の進展に寄与した。 
 
平成２７年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
